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2

前年度より
1億1256万円減

1万7597円
（2億7408万円）

議会費、商工費など

人口減少により
負担は

前年度同額

町民1人あたり

約49万円負担

13万7855円
（21億4709万円）

社会福祉、高齢者、障がい
者、児童福祉費、保育所運
営費など

6万6470円
（10億3527万円）

建物の建設や維持管理、
道水路整備、大型設備の
購入など

3万3753円
（5億2570万円）

学校教育費、生涯学習費、
社会教育費など

2万1409円
（3億3345万円）

防災費、消防団費など

7万5823円
（11億8094万円）
保健衛生費、国保、介護
保険などへの繰出

5万5972円
（8億7177万円）

借金の返済（元金、利子） 6万4498円
（10億455万円）

職員の給与、町長および
各種委員などの報酬、文
化ホール運営費など

1万4446円
（2億2499万円）

農業費、林業費、国土調
査費など

※（　）内は平成28年度決算額
※一人あたりの額はH29.4.1日現在
人口15575人で割った金額

■基　金（貯金） （町全体34億7607万円）町民1人当たり 22万円

■地方債（借金） （町全体76億5664万円）町民1人当たり 49万円

■翌年度繰越金 4億4780万円

私たちのお金
までの15日間の会期で開催された

7575億97869786万円万円75億9786万円



・町道富士川公園線道路改良事業
・町民交流広場整備工事
・町道大椚大久保線舗装事業
・畔沢農作業道整備工事
・情報セキュリティー強化対策事業
・東川第3排水区雨水路改修工事
・第3分団詰所敷地内防火水槽設置工事
・みさき耕舎駐車場防火水槽設置および舗装工事
・ますほ文化ホール水冷却装置改修工事
・町内小中学校ICT機器購入
・旧五開小学校浄化槽敷設替工事
・富士川町児童センター施設整備事業

28年度に実施した主な事業

・国民健康保険
・後期高齢者医療
・介護保険
・介護サービス
・奨学金
・簡易水道事業
・下水道事業
・営農飲雑用水事業

19億7736万円
3億5126万円
17億9014万円
9908万円

0円
1億9279万円
7億5820万円
339万円

・箱原農業集落排水事業
・鹿島財産区
・カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区
・峡南地区ことばの教室共同設置
・峡南地区充指導主事共同設置

1703万円
1000円
41万円
166万円
87万円

平成28年度特別会計・事業会計

収益的支出
資本的支出

1億9532万円
7584万円

水道事業会計

有効に使われたか
9月定例議会が9月8日から22日

平成平成28年度一般会計28年度一般会計平成28年度一般会計

改修された文化ホール水冷却装置

改良された富士川公園線

アスファルト舗装された町民交流広場グラウンド

3

開通した大椚大久保線



町道仙洞田1号線

【
財
務
課
】

問　

公
会
計
制
度
支
援
業
務
委

託
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
職

員
に
専
門
的
知
識
が
な
く
て
も

対
応
で
き
る
の
か
。

答　

財
務
4
表
の
作
成
が
で
き

る
ま
で
を
考
え
て
い
る
。
通
常

の
業
務
入
力
で
処
理
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
専
門

知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

【
政
策
秘
書
課
】

問　

ホ
リ
デ
ー
バ
ス
の
利
用
者

が
伸
び
て
い
な
い
が
検
証
は
行

っ
た
か
。

答　

ホ
リ
デ
ー
バ
ス
は
、
住
民

の
要
望
か
ら
導
入
し
た
。
導
入

後
ま
だ
年
数
が
経
っ
て
い
な
い

た
め
、
も
う
し
ば
ら
く
様
子
を

み
た
い
。

【
防
災
課
】

問　

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
が
進

ん
で
い
な
い
が
、
利
用
者
の
評

判
は
良
い
。
P
R
活
動
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
代
金
の

検
討
は
。

答　

P
R
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
行
っ
て
い
く
。
業
者
と

の
折
衝
も
あ
る
が
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問　

中
山
間
地
域
の
3
筋
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
予
定
さ

れ
て
い
た
が
進
捗
状
況
は
。

答　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
が
あ

り
設
置
が
遅
れ
て
い
る
。
地
元

区
長
さ
ん
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

早
急
に
設
置
す
る
。

【
税
務
課
】

問　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
町

税
の
徴
収
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

徴
収
率
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
が

実
績
に
繋
が
っ
た
か
。

答　

28
年
度
に
県
税
事
務
所
職

員
に
よ
る
指
導
を
受
け
た
。
特

に
現
年
課
税
分
の
徴
収
に
力
を

入
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

【
土
木
整
備
課
】

問　

町
道
仙
洞
田
1

号
線
（
八
幡
隧
道
）

補
修
工
事
の
内
容
は
。

答　

隧
道
の
上
部
に

空
洞
が
発
生
し
て
い

る
た
め
、
天
井
部
分

に
穴
を
あ
け
空
洞
部

分
を
埋
め
る
補
修
工

事
で
、
29
年
ま
で
の

2
年
間
の
工
事
。

問　

町
道
北
新
1
号

線
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
導
入
効

果
検
証
業
務
と
は
。

答　

一
定
期
間
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
、
車
両
の
流
れ
な
ど
を
記

録
し
て
検
証
し
た
。

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
】

問　

各
地
区
の
水
道
管
が
老
朽

化
し
て
い
る
。
布
設
替
え
は
計

画
的
に
実
施
し
て
い
る
か
。

答　

特
に
漏
水
の
あ
っ
た
箇
所

を
優
先
し
て
い
る
。
後
は
予
算

の
範
囲
内
で
計
画
的
に
実
施
し

て
い
る
。

1
、
本
町
の
職
員
採
用
は
、

山
梨
県
町
村
職
員
統
一
試

験
実
施
委
員
会
の
実
施
要

項
に
基
づ
き
、
統
一
の
第

一
次
試
験
で
合
格
し
た
者

に
第
二
次
試
験
（
作
文
・

面
接
）
を
行
い
、
成
績
上

位
の
者
か
ら
採
用
し
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

こ
れ
か
ら
も
公
正
公
平
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

1
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
不
適
切
な
処
理
に

つ
い
て
、
決
算
審
査
の
分

科
会
で
説
明
が
な
か
っ
た
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
再
発
防
止
策

を
徹
底
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

今
定
例
会
で
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
9
月
8
日

の
本
会
議
で
当
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
を
、
9

月
13
日
、
14
日
に
分
科
会
、

19
日
に
全
体
会
を
開
催
し
、

慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

町
へ
の
意
見
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【
生
涯
学
習
課
】 

問　

文
化
ホ
ー
ル
の
工
事
請
負

費
の
金
額
お
よ
び
業
者
選
定
の

方
法
は
。

答　

水
冷
却
装
置
改
修
は
指
名

競
争
入
札
で
1
千
80
万
円
、
屋

上
防
水
改
修
は
指
名
競
争
入
札

で
4
4
0
万
円
、
空
調
自
動
制

御
シ
ス
テ
ム
リ
モ
ー
ト
ユ
ニ
ッ

ト
更
新
工
事
は
平
成
26
、
27
、

28
年
の
3
年
間
の
随
意
契
約
で

5
0
7
万
円
で
あ
る
。

問　

町
民
会
館
の
使
用
料
お
よ

び
賃
借
料
の
う
ち
、
国
有
地
使

用
料
の
面
積
は
。

答　

3
筆
合
計
4
7
6
9
・
67

㎡
。

【
教
育
総
務
課
】 

問　

町
内
小
中
学
校
I
C
T
機

器
購
入
費
の
内
訳
は
。

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
増
穂

小
学
校
に
8
台
、
増
穂
南
小
学

校
に
2
台
、
鰍
沢
小
学
校
に
1

台
、
増
穂
中
学
校
に
3
台
、
鰍

沢
中
学
校
に
1
台
、
合
計
15
台

と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
を
鰍
沢

小
学
校
に
10
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
収
納
カ
ー
ト
を
鰍
沢
小
学

校
に
1
台
、
無
線
L
A
N
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
機
器
を
増
穂
小

学
校
に
2
台
、
増
穂
南
小
学
校

に
1
台
、
鰍
沢
小
学
校
に
1
台

の
購
入
費
で
あ
る
。

問　

緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

購
入
費
の
内
容
は
。

答　

県
の
指
定
で
増
穂
小
中
学

校
へ
試
験
的
に
導
入
し
た
。
シ

ス
テ
ム
は
J
ア
ラ
ー
ト
と
同
様

で
あ
る
。

【
福
祉
保
健
課
】

問　

生
活
援
助
員
委
託
の
利
用

状
況
は
。

答　

利
用
者
は
延
べ
1
4
4
人
。

1
カ
月
10
〜
13
人
利
用
し
て
い

る
。

問　

訪
問
看
護
事
業
委
託
の
内

容
は
。

答　

在
宅
の
療
養
者
へ
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
が

訪
問
し
、
療
養
者
や
家
族
に
対

し
、
病
状
や
療
養
生
活
へ
の
ケ

ア
と
ア
ド
バ
イ
ス
、
看
護
方
法

の
指
導
等
を
行
う
。

【
町
民
生
活
課
】

問　

環
境
に
や
さ
し
い
事
業
所

認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
の
認
定
数
は
。

答　

76
件
で
あ
る
。

問　

不
法
投
棄
物
処
理
代
で
、

不
法
投
棄
は
ど
こ
に
ど
れ
だ
け

あ
っ
た
の
か
。

答　

昨
年
度
は
大
久
保
地
区
、

最
勝
寺
地
区
、
長
澤
地
区
、
小

林
地
区
の
人
目
の
つ
か
な
い
道

端
に
テ
レ
ビ
5
台
、
冷
蔵
庫
9

台
、
洗
濯
機
1
台
が
投
棄
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
個
人
所
有
の

空
き
地
や
放
棄
地
な
ど
の
投
棄

物
は
地
権
者
が
処
理
し
て
い
る
。

地
権
者
に
は
投
棄
さ
れ
な
い
よ

う
な
管
理
を
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
山
間
地
な

ど
職
員
が
立
ち
入
れ
な
い
危
険

箇
所
は
、
毎
年
11
月
に
実
施
し

て
い
る
不
法
投
棄
物
一
斉
処
理

事
業
で
処
理
し
て
い
る
。

【
子
育
て
支
援
課
】

問　

保
育
所
保
護
者
負
担
金
滞

納
状
況
は
。

答　

不
納
欠
損
は
1
件
転
出
し

て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

た
め
。
滞
納
者
に
つ
い
て
は
毎

月
支
払
い
が
あ
り
ほ
ぼ
完
納
し

て
い
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
状
況
は
。

答　

延
べ
2
4
6
5
人
で
月
平

均
約
2
0
0
人
、
利
用
料
は
毎

月
2
千
円
た
だ
し
8
月
は
4
千

円
で
あ
る
。

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

代
表
監
査
委
員　

諸
角
和
夫

監
査
委
員　
　
　

小
林　

進

　

本
町
で
は
、
7
つ
の
大
規
模

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
の

動
向
を
十
分
に
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
今
後
想
定
さ

れ
る
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
更
新
費

用
等
も
考
慮
し
た
綿
密
な
財
政

計
画
が
必
要
と
な
る
。
新
た
な

構
造
物
の
規
模
や
構
造
に
つ
い

て
、
費
用
対
効
果
の
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
世
代
間
負
担
の

公
平
性
に
も
配
慮
し
、
総
合
的

な
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
た
い
。

　

本
年
度
は
第
一
次
富
士
川
町

総
合
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
、
所
管
部
署
に
お
い
て
は
事

業
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
検

証
す
る
中
で
、
目
標
達
成
に
向

け
て
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

平
成
29
年
7
月
か
ら
働
き
方

改
革
を
進
め
る
た
め
、
週
2
日

の
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
の
設
定

や
有
給
休
暇
取
得
の
促
進
な
ど
、

全
庁
的
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

業
務
の
見
直
し
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
等
に
よ
り
執
務
が
効
率

的
に
行
わ
れ
、
残
業
時
間
の
削

減
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

5

環境にやさしい事業所認定ステッカー

（
抜
粋
）



平成29年度
一般会計補正予算 一般会計総額 85億6809万円

4673万円補正総額

・
富
士
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
強

化
の
た
め
、
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
改
正
。

・
富
士
川
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正
。

・
富
士
川
町
立
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正

　

町
立
小
室
山
へ
き
地
保
育
所

を
廃
止
す
る
た
め
の
改
正
。

・
富
士
川
町
直
売
所
条
例
の
一

部
改
正

　

朝
市
「
よ
り
み
ち
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
の
会
場
移
転
に
伴
う
改
正
。

問　

土
地
の
売
却
代
金
の
場
所

と
広
さ
は
。

答　

1
件
は
大
椚
大
久
保
線
の

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
東
側
約

1
0
0
m
先
の
町
有
地
で
、
面

積
3
3
7
㎡
、
8
0
9
万
円
。

2
件
目
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
西

側
未
利
用
地
2
カ
所
で
、

1
1
0
万
8
千
円
。
も
う
一
件

は
赤
道
の
用
途
廃
止
後
の
売
却

で
あ
る
。

問　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
住

民
投
票
費
4
2
0
万
円
は
、
事

業
者
が
負
担
す
べ
き
だ
が
、
な

ぜ
住
民
が
負
担
す
る
の
か
。

答　

特
別
地
方
交
付
税
の
特
殊

要
因
と
し
て
計
上
し
て
あ
る
が
、

と
り
あ
え
ず
町
側
で
支
出
す
る
。

問　

光
ケ
ー
ブ
ル
の
約
7
0
0

万
円
の
工
事
変
更
契
約
で
、
増

額
し
た
主
な
要
因
は
。

答　

東
京
電
力
の
指
示
に
よ
る

も
の
で
、
中
部
か
ら
五
開
ま
で

の
旧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
撤
去
費

用
3
3
0
万
円
、
工
事
材
料
費

の
増
加
約
1
6
0
万
円
、
鹿
島

橋
の
先
と
塩
の
華
の
所
に
、
独

立
柱
が
必
要
に
な
り
約
60
万
円
。

そ
の
他
工
事
費
の
増
減
の
差
し

引
き
が
約
1
5
0
万
円
。

問　

町
民
交
流
広
場
の
整
備
工

事
契
約
で
、
日
本
陸
上
競
技
連

盟
基
本
規
則
に
基
づ
く
実
績
の

あ
る
技
術
者
配
置
は
、
確
認
し

た
の
か
。

答　

下
請
け
業
者
で
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
確
認
し
て

い
な
い
。

6

町民交流広場管理棟建設予定地

条
例
改
正

補
正
予
算
質
疑

住民投票費（リニア関連住民投票）
町民交流広場倉庫設計業務
シビックコア建設予定地調査業務
個人番号カード交付事業負担金
過疎地域自立促進基金積立金
学校給食センター不動産鑑定業務

420万円
150万円
285万円
157万円
1840万円
43万円

おもな補正予算



7

富士川町リニア中央新幹線の騒音及び日照に係る
防音防災フードの設置要請に関する住民投票条例の制定

条例制定のため、総務産業建設常任委員会に付託される。9月8日

総務産業建設常任委員会で審議した結果否決。9月19日

本会議に井上光三常任委員長より報告。原案を全会一致で否決9月22日

お
も
な
質
疑

問　

な
ぜ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
駄
目
な
の
か
。

答　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
い
て
行
う
た
め
、

よ
り
公
平
・
公
正
に
住
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
ら
れ
る
。

問　

他
の
方
法
も
検
討
し
た
結
果
な
の
か
。

答　

公
平
・
公
正
の
確
保
か
ら
住
民
投
票

が
最
も
適
し
て
い
る
と
い
う
結
論
に
至
っ

た
。

問　

住
民
投
票
以
外
に
ど
う
い
う
選
択
肢

が
あ
っ
た
の
か
。

答　

全
国
的
な
事
例
を
検
討
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
意
向
調
査
、
住
民
投
票
が
あ
る

が
、
一
番
公
平
・
公
正
性
が
確
保
で
き
る
。

投
票
資
格
者
が
自
分
で
判
断
さ
れ
る
。

問　

住
民
投
票
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

沿
線
住
民
が
直
接
影
響
を
受
け
る
問

題
で
あ
る
。
J
R
東
海
は
い
ず
れ
町
の
意

見
を
聞
い
て
く
る
。
沿
線
住
民
の
意
見
を

町
の
意
見
と
し
て
提
案
し
た
い
。
し
っ
か

り
と
し
た
情
報
を
出
し
、
公
平
性
を
確
保

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

住
民
投
票
条
例
で
、
な
ぜ
3
カ
所
の

投
票
区
割
り
を
し
た
の
か
。

答　

J
R
東
海
が
、
現
在
の
騒
音
規
制
に

基
づ
い
て
想
定
し
た
環
境
対
策
上
の
区
域

と
同
じ
で
あ
る
。

問　

住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
率
を

求
め
な
い
と
し
た
根
拠
は
。

答　

住
民
が
真
の
意
見
を
投
票
す
る
の
で
、

最
低
投
票
率
は
設
け
な
い
決
断
を
し
た
。

お
も
な
反
対
理
由

●
住
民
投
票
は
、
白
か
黒
か
は
っ
き
り

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
最
後
に

は
し
こ
り
が
残
る
。
沿
線
住
民
の
意

見
を
聞
く
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と

だ
。
方
法
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
騒
音
に
対
し
て
は
、
3
カ
所
で
の
意

見
交
換
会
を
し
た
が
、
日
照
に
つ
い

て
は
詳
し
い
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

時
期
尚
早
で
あ
る
。

●
投
票
率
を
考
慮
し
な
い
こ
と
。
ま
た

結
果
は
J
R
東
海
に
要
望
す
る
た
め

の
材
料
で
あ
っ
て
、
町
に
決
定
権
は

な
い
の
で
別
の
方
法
を
望
む
。

否
決
に
対
す
る
意
見

　

沿
線
住
民
の
生
活
な
ら
び
に
周

辺
の
事
業
所
お
よ
び
土
地
へ
の
影

響
を
考
え
、
当
該
沿
線
地
域
に
利

害
関
係
を
有
す
る
者
の
意
向
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
民
が
判

断
す
る
に
あ
た
り
、
分
か
り
や
す

い
正
し
い
資
料
の
提
出
と
、
丁
寧

な
説
明
を
尽
く
し
、
沿
線
住
民
の

意
向
を
聞
く
方
策
を
検
討
す
る
よ

う
意
見
す
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

提
出
者　

齊
藤
正
行

賛
成
者　

井
上
光
三

修
正
動
議
提
出

提
案
理
由

　

住
民
投
票
条
例
案
が
、
先
の
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
原
案
否
決
。
先

ほ
ど
の
条
例
案
の
採
決
で
も
否
決
と
な
っ
た
た

め
、
住
民
投
票
費
を
全
額
減
額
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果
全
会
一
致
で
可
決

住
民
投
票
費
4
2
0
万
4
千
円
減
額
修
正

一
般
会
計
補
正
予
算

リニア関連住民投票条例 否決



問　

次
期
町
長
選
挙
へ
の
考
え

は
。

町
長　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
進
行
す
る
中
、
さ
ら
な
る

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
対
策
、

定
住
促
進
、
中
山
間
地
域
の
活

性
化
な
ど
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設

に
伴
う
公
共
施
設
の
移
設
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
庁
舎

の
建
設
な
ど
大
規
模
事
業
を
発

表
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
課
題

に
責
任
を
持
っ
て
対
応
し
、
富

士
川
町
の
未
来
を
さ
ら
に
飛

躍
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
引
き

続
き
全
力
で
町
政
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
信
を
仰
ぐ
決
意
を
し
た
。

問　

校
舎
を
利
用
す
る
計
画
は
。

教
育
長　

校
舎
は
民
間
事
業
者

か
ら
、
体
験
宿
泊
施
設
等
と
し

て
利
用
し
た
い
計
画
が
あ
り
、

平
林
区
で
説
明
会
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
了
承
さ
れ
た
。
町
は
譲
渡

に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
る
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
を
平

林
区
に
委
託
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

区
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
現

在
の
状
況
は
。

教
育
長　

小
林
地
内
の
T
K
グ

ラ
ウ
ン
ド
東
側
を
、
建
設
用
地

の
候
補
地
と
し
た
。

問　

小
林
区
に
ど
の
よ
う
な
貢

献
が
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長　

災
害
時
に
炊
き
出
し

が
で
き
る
施
設
と
し
て
防
災
機

能
を
備
え
、
2
階
に
会
議
室
を

設
け
る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
と

し
て
も
活
用
で
き
る
。

問　

住
民
の
意
向
を
確
認
す
る

必
要
性
は
。

町
長　

J
R
東
海
は
、
防
音
防

災
フ
ー
ド
の
設
置
区
間
に
関
し

て
、
軌
道
沿
線
の
自
治
体
と
協

議
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る

た
め
、
沿
線
地
域
の
3
カ
所
で

騒
音
規
制
等
に
対
す
る
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。

　

騒
音
対
策
と
し
て
防
音
防
災

フ
ー
ド
の
設
置
を
希
望
す
る
意

見
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
8
m

の
高
さ
と
な
る
防
音
防
災
フ
ー

ド
の
設
置
に
よ
り
、
日
照
阻
害

と
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
意
見

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
沿
線
住

民
の
皆
さ
ま
の
意
向
を
、
最
も

反
映
で
き
る
手
法
と
し
た
。

﹇
他
の
質
問
事
項
﹈

・
C
A
T
V
の
活
用
に
つ
い
て

・
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
に

　

つ
い
て

齊
藤
正
行
議
員

給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
は

住
民
投
票
は

旧
増
穂
西
小
学
校
の

活
用
は

8

次期町長選挙に出馬は

町民に信を仰ぐ
決意をした

譲
渡
さ
れ
る
増
穂
西
小
学
校
校
舎



問　

総
務
省
が
行
っ
て
い
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度

は
、
各
自
治
体
が
取
り
入
れ
、

全
国
で
4
千
人
ほ
ど
が
活
躍
し

て
い
る
。

　

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
若
者
の
移
住
・
定
住

促
進
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場

産
品
の
開
発
・
販
売
・
P
R
等

の
地
域
お
こ
し
が
拡
充
で
き
る
。

今
後
、
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
が
導
入
で
き
な
い
か
。

政
策
秘
書
課
長　

27
年
に
策
定

し
た
「
富
士
川
町
総
合
戦
略
」

の
基
本
目
標
の
「
富
士
川
町
へ

の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
」
の
中
に
、
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
事
業
を
掲
げ
、
平
成

31
年
度
を
目
標
と
し
て
導
入
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

総
務
省
の
制
度
に
「
集
落

支
援
員
」
が
あ
る
。
全
国
で
導

入
が
増
加
し
て
お
り
地
域
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
、
過
疎
地
域
等
に

お
け
る
集
落
対
策
や
移
住
・
定

住
対
策
等
の
促
進
事
業
の
た
め

に
「
集
落
支
援
員
」
を
導
入
で

き
な
い
か
。

政
策
秘
書
課
長　

町
で
は
、
地

域
の
再
生
・
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
定
住
奨
励
金
や
中
山
間

地
域
等
に
お
け
る
住
宅
用
地
取

得
費
補
助
な
ど
の
移
住
定
住
促

進
対
策
、
交
通
弱
者
に
対
応
す

る
た
め
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実

施
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
空
き
家

改
修
費
補
助
な
ど
の
空
き
家
対

策
の
ほ
か
、
地
域
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
役
割
を
担
う

地
域
支
援
員
制
度
を
設
け
て
課

題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。
「
集
落
支
援
員
制
度
」
を

活
用
で
は
な
く
、
地
域
と
行
政

が
連
携
し
て
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

町
内
に
は
複
数
の
財
産
区

が
存
在
し
て
い
る
。
管
理
に
つ

い
て
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
。

財
産
区
は
、
町
内
に
存
在
す
る

特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
以

上
、
管
理
方
法
等
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

財
産
区
の
管
理
は
、
団
体
に

よ
っ
て
、
議
会
と
管
理
会
は
別

で
あ
る
が
違
い
は
。

産
業
振
興
課
長　

2
つ
の
財
産

区
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
本
町
条
例
に
議
会
の
設

置
を
定
め
、
1
つ
の
財
産
区
は
、

同
法
の
規
定
に
よ
り
本
町
条
例

に
管
理
会
の
設
置
を
定
め
て
い

る
。

　

違
い
は
、
財
産
区
議
会
は
予

算
・
財
産
処
分
・
契
約
・
決
算

な
ど
の
議
決
事
件
を
処
理
す
る
。

財
産
区
管
理
会
は
、
議
決
権
は

な
い
が
、
事
案
が
あ
れ
ば
管
理

会
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

井
上
光
三
議
員

地域おこし協力隊の導入は

2年後を目標に導入を検討2年後を目標に導入を検討

集
落
支
援
員
の

導
入
は

財
産
区
の
管
理
は

9

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ポ
ス
タ
ー
（
総
務
省
）



リニア 見上げる防音フード見学会

斉
藤
欽
也
議
員

問　

住
民
の
意
向
確
認
の
た
め

に
「
防
音
フ
ー
ド
を
付
け
る
、

付
け
な
い
」
の
住
民
投
票
を
す

る
と
い
う
が
、
沿
線
住
民
と
の

意
見
交
換
会
は
何
の
た
め
に
し

た
の
か
。

財
務
課
長　

騒
音
規
制
の
範
囲

を
ど
う
す
べ
き
か
の
意
見
を
聞

く
た
め
に
開
催
し
た
。
各
地
区

か
ら
住
居
指
定
が
望
ま
し
い
と

の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
住
居

指
定
に
す
る
と
騒
音
規
制
は
70

デ
シ
ベ
ル
以
下
と
な
る
。

問　

住
居
指
定
の
話
は
防
音
フ

ー
ド
を
つ
け
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
話
で
あ
り
、
あ
え
て
住
民

投
票
を
す
る
意
味
は
な
い
が
。

財
務
課
長　

実
際
に
住
民
が
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
確
認
す
る
に
は
、
公
職

選
挙
法
に
基
づ
い
た
住
民
投
票

が
公
正
・
公
平
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
す
る
判
断
を
し
た
。

問　

今
回
の
住
民
投
票
は
投
票

結
果
に
町
が
決
定
権
を
持
っ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
J
R
東

海
か
ら
町
の
考
え
を
求
め
ら
れ

た
際
の
住
民
意
向
の
確
認
で
し

か
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
十
分
で
き
る
が
。

町
長　

町
の
わ
が
ま
ま
と
す
れ

ば
、
将
来
の
観
光
を
考
え
る
と

明
か
り
区
間
が
必
要
と
い
う
意

見
も
あ
る
。
他
県
の
人
か
ら
も

そ
う
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
開
け
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

に
住
む
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
最

重
要
視
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

住
民
投
票
を
実
施
す
る
。

問　

沿
線
住
民
の
意
向
が
一
番

大
事
と
い
う
こ
と
で
、
意
見
交

換
会
を
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

な
ぜ
、
住
民
投
票
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

町
長　

町
は
こ
れ
ま
で
住
民
と

フ
ー
ド
に
す
る
か
防
音
壁
に
す

る
か
、
と
い
う
意
見
交
換
会
は

一
度
も
開
い
た
こ
と
は
な
い
。

フ
ー
ド
に
す
る
か
防
音
壁
に
す

る
か
の
意
見
を
伺
う
の
は
こ
れ

が
は
じ
め
て
の
機
会
で
あ
る
。

問　

意
見
交
換
会
で
の
規
制
区

域
の
話
は
フ
ー
ド
の
話
で
、
今

回
は
じ
め
て
聞
く
と
い
う
話
は

通
ら
な
い
の
で
は
。

町
長　

意
見
交
換
会
を
3
カ
所

で
や
っ
た
が
、
役
場
職
員
を
除

く
と
参
加
者
80
人
、
住
民
の
総

意
と
は
思
え
な
い
。

問　

住
民
全
員
の
意
見
を
汲
み

取
る
た
め
に
行
う
と
い
う
、
住

民
投
票
の
目
的
趣
旨
か
ら
す
れ

ば
、
最
低
投
票
率
を
設
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

財
務
課
長　

一
般
選
挙
と
同
様

に
最
低
投
票
率
を
定
め
る
必
要

は
な
い
。
投
票
所
に
来
て
、
投

票
し
て
く
れ
た
意
見
を
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

投
票
所
に
き
て
く
れ
た
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
な
ら
ば
、

意
見
交
換
会
や
住
民
懇
談
会
に

来
て
く
れ
た
人
た
ち
の
意
見
が

最
も
大
事
で
は
な
い
の
か
。

財
務
課
長　

意
見
交
換
会
で
の

発
言
も
重
要
だ
が
、
そ
れ
に
加

え
て
住
民
投
票
を
行
う
。

住民は全線フードを希望しているが

意見交換会の意見は
住民の総意とは思えない
意見交換会の意見は
住民の総意とは思えない
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問　

2
0
2
5
年
、
団
塊
の
世

代
の
方
が
後
期
高
齢
者
に
な
っ

て
い
く
年
で
あ
る
。
富
士
川
町

の
平
成
25
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

65
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
前
期
高

齢
者
の
認
知
症
は
全
体
で
35
人

だ
っ
た
。
し
か
し
、
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、

6
3
2
人
と
一
気
に
増
え
る
。

　

後
期
高
齢
者
対
策
を
考
え
た

時
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
6
割
の
方
々
が
分
か

っ
て
い
な
い
実
態
が
あ
り
、
非

常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
情

報
提
供
に
つ
い
て
具
体
的
に
示

し
て
ほ
し
い
が
。

福
祉
保
健
課
長　

3
月
の
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
に
つ
い

て
、
職
員
が
考
え
る
認
識
と
は

大
き
な
温
度
差
が
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。
今
ま
で
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て

き
た
。
今
後
、
活
用
方
法
の
見

直
し
と
、
包
括
の
部
署
だ
け
に

限
ら
ず
、
課
全
体
で
地
区
の
教

室
や
、
会
議
等
に
積
極
的
に
出

て
い
き
周
知
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
相
談
窓
口
と
し
て
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
が
、

名
称
が
何
を
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
か
分
か
り
に
く
い
と
い
う
課

内
の
意
見
も
出
て
い
る
。
親
し

み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
名

称
も
今
年
度
検
討
し
て
い
く
。

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

訪
問
看
護
室
（
仮
称
）
の
新
設

を
予
定
し
て
い
る
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
は
、
医
療
も

入
っ
て
い
て
連
携
強
化
は
必
須

だ
と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

重
度
の
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介

護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

訪
問
看
護
は
、
医
師
と
の
密

な
連
携
や
看
護
ケ
ア
の
提
供
な

ど
を
行
う
こ
と
か
ら
、
重
度
の

疾
患
を
持
ち
な
が
ら
、
在
宅
生

活
を
送
る
方
々
を
支
え
る
た
め

に
は
必
須
で
あ
り
、
往
診
医
師

の
少
な
い
こ
の
町
に
お
い
て
は
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

訪
問
看
護
室
が
で
き
れ
ば
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
と
っ

て
大
変
心
強
い
。

問　

地
域
の
方
々
が
安
心
で
き

る
よ
う
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
看
護
シ
ス
テ
ム
と
う
ま

く
繋
が
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

が
。

町
長　

医
療
セ
ン
タ
ー
も
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
に
期
待
し
て
い
る
し
、

ま
た
、
期
待
に
応
え
る
よ
う
な

医
療
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
く
。

市
川
淳
子
議
員

地域包括支援センターを周知すべき

周知の方法を見直し、積極的に行う周知の方法を見直し、積極的に行う

地域包括支援センターの相談窓口の様子

新
設
予
定
の
訪
問

看
護
室
と
の
連
携
は
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川
口
正
満
議
員

問　

リ
ニ
ア
に
よ
り
町
民
に
利

益
が
な
け
れ
ば
、
町
に
甚
大
な

影
響
を
被
る
の
で
、
犠
牲
を
押

し
付
け
る
巨
大
な
迷
惑
施
設
と

い
え
る
。
不
安
や
懸
念
を
解
消

解
決
で
き
る
の
か
。
町
民
は
被

害
予
測
や
些
細
な
補
償
に
つ
い

て
知
る
と
、
今
の
く
ら
し
や
地

域
や
家
族
の
絆
を
守
り
た
い
と

い
う
心
情
に
な
る
。
ま
た
「
町

や
地
域
に
利
益
が
な
い
リ
ニ
ア

は
、
困
っ
た
も
ん
だ
。
要
ら

ん
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

　

安
全
安
心
の
対
策
を
保
証
で

き
ず
に
、
負
担
や
不
安
を
強
い

る
な
ら
ば
、
リ
ニ
ア
事
業
の
計

画
見
直
し
を
、
J
R
東
海
や
国

交
大
臣
に
要
求
で
き
な
い
か
。

町
長　

リ
ニ
ア
は
通
過
地
と
し

て
国
で
決
定
を
さ
れ
た
。
こ
れ

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
町
も

被
害
者
と
言
っ
た
が
、
本
来
で

あ
れ
ば
こ
こ
を
通
っ
て
も
ら
い

た
く
な
い
こ
と
は
当
然
だ
が
、

も
う
決
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
で
き

る
限
り
小
さ
く
し
て
、
ま
た
次

の
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
対
策

を
町
も
一
緒
に
考
え
る
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
一
生

懸
命
リ
ニ
ア
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問　

町
は
4
カ
所
で
騒
音
調
査

を
し
た
。
早
朝
と
深
夜
に
も
調

査
が
で
き
る
と
思
う
。
早
朝
深

夜
に
数
分
お
き
に
リ
ニ
ア
が
走

る
。
実
情
と
比
較
し
て
、
ど
れ

ほ
ど
の
被
害
が
大
き
い
の
か
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
深

刻
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

騒
音
や
日
照
に
関
す
る

影
響
予
測
等
を
デ
ー
タ
化
す
る

な
ど
し
た
住
民
投
票
公
報
を
出

し
、
住
民
に
分
か
り
や
す
い
情

報
を
提
供
す
る
中
で
、
判
断
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
地
で

の
騒
音
体
感
の
機
会
は
12
回
や

っ
た
の
で
、
こ
れ
以
上
す
る
こ

と
は
な
い
。

問　

県
が
独
自
に
騒
音
規
制
で

き
る
の
で
、
町
は
県
と
共
に
調

査
し
て
、
町
民
の
健
康
や
命
を

守
る
た
め
に
厳
し
く
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

体
感
会
も
、
一
番
環
境

の
悪
い
と
こ
ろ
を
聞
い
て
も
ら

っ
て
き
た
。
そ
れ
で
判
断
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

早
朝
深
夜
に
高
齢
者
や
子

ど
も
、
ま
た
夜
間
勤
務
者
の
安

眠
を
妨
害
す
る
。
町
民
の
健
康

や
命
ま
で
も
脅
か
す
騒
音
に
よ

る
公
害
問
題
で
あ
り
、
不
安
に

対
し
て
、
県
独
自
の
騒
音
の
時

間
規
制
に
つ
い
て
、
県
に
対
し

働
き
か
け
る
べ
き
だ
が
。

町
民
生
活
課
長　

新
幹
線
鉄
道

騒
音
に
係
る
環
境
基
準
は
、
全

国
一
律
の
基
準
値
を
定
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
新
た

に
時
間
帯
の
区
分
を
設
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。

リニアの不安を解消できるのか

不安を小さくするよう対策していく不安を小さくするよう対策していく

時
間
規
制
に
つ
い
て

県
に
働
き
か
け
を

早
朝
深
夜
に
も
騒
音

の
実
態
調
査
を
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問　

公
共
施
設
内
の
照
明

L
E
D
化
の
進
ち
ょ
く
は
。

管
財
課
長　

増
穂
南
小
お
よ
び

鰍
小
の
職
員
室
や
外
灯
の
一
部
、

鰍
中
体
育
館
、
ま
ほ
ら
の
湯
の

施
設
内
の
一
部
、
道
の
駅
富
士

川
で
L
E
D
化
し
た
。

問　

L
E
D
化
前
後
の
電
気
料

や
交
換
費
用
な
ど
、
効
果
の
比

較
は
し
て
い
る
か
。

管
財
課
長　

殿
原
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
の
夜
間
照
明
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
比
較
検
討
で
は
、
10

年
間
で
約
5
6
0
万
円
の
削
減

が
見
込
ま
れ
る
。

問　

今
後
の
公
共
施
設
の

L
E
D
化
計
画
は
。

管
財
課
長　

今
後
整
備
を
計
画

し
て
い
る
施
設
は
、
新
児
童
セ

ン
タ
ー
、
新
町
民
体
育
館
、
新

町
立
図
書
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

新
庁
舎
が
あ
り
、
L
E
D
照
明

の
導
入
を
し
た
い
。

問　

町
で
は
、
地
区
ご
と
に
管

理
す
る
防
犯
灯
の
本
数
を
把
握

し
て
い
る
か
。

防
災
課
長　

国
・
県
・
町
や
区

が
管
理
す
る
防
犯
灯
が
数
多
く

あ
り
、
区
が
管
理
す
る
本
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

L
E
D
機
器
を
希
望
区
へ

配
布
し
て
い
る
が
、
毎
年
一
定

額
を
予
算
化
し
て
い
る
の
か
。

防
災
課
長　

器
具
の
寿
命
や
経

費
負
担
の
軽
減
か
ら
、
今
後
も

一
定
額
の
予
算
確
保
に
努
め
る
。

問　

全
町
L
E
D
化
計
画
は
。

防
災
課
長　

防
犯
灯
の
L
E
D

化
は
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
相
当
な
費
用
を
要
す
る

の
で
、
予
算
の
範
囲
で
順
次
整

備
す
る
。

問　

町
道
青
柳
32
号
線
の
進
ち

ょ
く
状
況
は
。

都
市
整
備
課
長　

詳
細
設
計
が

完
了
し
、
本
年
、
用
地
測
量
や

建
物
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問　

町
道
青
柳
32
号
線
の
計
画

目
的
は
、
青
柳
活
性
館
の
周
辺

を
賑
わ
い
の
中
心
と
す
る
た
め

だ
が
、
耐
震
力
不
足
の
理
由
で

青
柳
活
性
館
ほ
か
の
取
り
壊
し

方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
当
初
の

計
画
目
的
の
状
況
が
変
わ
っ
た

の
で
、
町
道
青
柳
32
号
線
も
延

期
や
中
止
す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長　

町
の
中
心
街

へ
人
を
誘
導
す
る
目
的
に
変
わ

り
は
な
い
の
で
、
計
画
の
延
期

や
中
止
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

道
路
よ
り
L
E
D
化
や
地

域
行
事
に
使
う
の
が
、
真
の
町

民
の
た
め
の
政
策
だ
と
思
う
が
。

町
長　

青
柳
2
丁
目
の
周
辺
を

町
の
中
心
に
位
置
付
け
、
町
道

青
柳
32
号
線
は
2
期
工
事
と
し

て
旧
国
道
52
号
ま
で
造
り
た
い
。

街
路
灯
は
街
路
灯
と
し
て
整
備

し
て
い
く
。

青
栁
光
仁
議
員

防犯灯の全町LED化を

予算の範囲で整備を進めていく予算の範囲で整備を進めていく

町
内
の
防
犯
灯
は

町
道
青
柳
32
号
線
は
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小
林
有
紀
子
議
員

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
、
市
町
村
が

主
体
的
に
取
り
組
む
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
が
本
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

要
支
援
1
、

2
の
対
象
者
、
新
規
要
支
援
認

定
者
の
方
な
ど
が
随
時
移
行
し

て
い
る
が
、
担
い
手
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
不
足
か
ら
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。

問　

地
域
住
民
で
支
え
合
う
仕

組
み
作
り
が
重
要
で
あ
る
。
認

知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
を
訴
え
て

き
た
が
、
7
月
よ
り
保
健
福
祉

支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
月
1
回
開

催
と
な
っ
た
。
各
地
域
で
の
開

設
を
検
討
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

今
後
、
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
を
広
め
、
地
域
で

や
り
た
い
方
が
い
れ
ば
、
支
援

し
予
算
化
し
て
実
施
し
た
い
。

問　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
身
近
な
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

福
祉
に
携
わ

る
人
材
に
限
り
が
あ
る
中
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
が
同
じ
施

設
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く

す
る
趣
旨
と
し
て
、
重
要
な
サ

ー
ビ
ス
と
考
え
る
。
今
後
、
事

業
所
や
関
係
機
関
と
連
携
し
情

報
共
有
を
行
い
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

認
知
症
の
初
期
の
支
援
を

包
括
的
、
集
中
的
に
行
い
、
早

期
診
断
、
早
期
対
応
に
よ
り
自

立
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
設
置
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

当
面
は
峡
南

5
町
共
同
で
、
飯
富
病
院
内
に

あ
る
峡
南
在
宅
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
に
委
託
す
る
が
、
今
後
は

専
門
医
の
確
保
の
状
況
を
検
証

し
て
い
く
。

問　

貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
こ
と

を
、
施
策
の
中
心
に
全
庁
あ
げ

て
取
り
組
め
な
い
か
。

町
長　

町
で
は
貧
困
問
題
を
と

て
も
重
要
で
あ
る
と
捉
え
、
子

ど
も
が
い
る
貧
困
世
帯
に
は
経

済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
多
方
面
か
ら
の
支
援
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
部

署
を
超
え
た
連
携
、
情
報
共
有

を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

就
学
援
助
に
お
け
る
「
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
、

入
学
前
に
支
給
で
き
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　

要
保
護
世
帯

に
は
、
入
学
準
備
金
と
し
て
支

給
し
て
い
る
が
、
準
要
保
護
世

帯
に
は
、
転
出
や
就
学
援
助
の

認
定
が
6
月
以
降
と
な
る
こ
と

か
ら
、
返
還
金
が
生
じ
る
た
め

実
施
し
て
な
い
。

共生型サービスを検討すべきでは

関係機関と連携し取り組む関係機関と連携し取り組む

貧
困
の
連
鎖
を
断
つ

対
策
は
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認知症の方や家族の心に寄り添う
認知症カフェ（ゆずカフェ）



問　

町
立
図
書
館
建
設
に
約
10

億
円
は
非
常
に
多
額
で
あ
る
。

町
単
独
で
建
設
す
れ
ば
5
億
円

く
ら
い
で
建
設
で
き
る
の
で
は

な
い
か
、
10
億
円
の
内
訳
は
。

生
涯
学
習
課
長　

国
の
合
同
庁

舎
と
の
合
築
と
な
っ
て
い
る
図

書
館
部
分
の
負
担
は
、
敷
地
調

査
お
よ
び
設
計
費
1
億
3
千
万

円
の
う
ち
町
が
約
5
千
万
円
、

建
設
工
事
費
約
20
億
円
の
う
ち

町
が
約
6
億
円
、
周
辺
整
備
は
、

町
が
事
業
主
体
と
な
り
約
3
億

5
千
万
円
の
計
10
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

隣
接
す
る
土
地
の
取
得
に

3
億
5
千
万
円
と
の
こ
と
だ
が

何
軒
分
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

南
側
の
2
軒

分
の
移
転
費
用
と
土
地
代
、
大

法
師
線
の
道
路
改
良
工
事
代
で

約
3
億
5
千
万
円
を
計
上
し
た
。

問　

3
億
5
千
万
円
は
高
す
ぎ

る
。
そ
の
道
路
の
幅
員
と
奥
行

き
は
。

都
市
整
備
課
長　

歩
道
を
含
め

た
幅
員
7
m
、
奥
行
約
80
m
で

あ
る
。

問　

敷
地
調
査
お
よ
び
設
計
費

が
全
体
で
1
億
3
千
万
円
、
そ

の
う
ち
町
の
負
担
分
が
5
千
万

円
は
多
す
ぎ
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

国
は
事
務
所

と
し
て
設
計
す
る
が
、
図
書
館

は
、
事
務
所
に
比
べ
設
計
単
価

が
高
い
。
国
が
定
め
た
基
準
に

よ
り
試
算
し
た
。

問　

合
築
で
造
る
中
に
入
る
と

い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
安
く

入
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
10
億
円
と
は
、
こ
れ
で
は

単
独
で
造
っ
た
方
が
は
る
か
に

安
く
造
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

単
独
で
の
算

定
は
し
て
い
な
い
が
、
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
は
、
国
と
の
負

担
割
合
に
応
じ
支
出
す
る
た
め

節
減
が
図
れ
る
。

問　

年
間
の
維
持
管
理
費
は
ど

の
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

ま
だ
設
計
が

済
ん
で
い
な
い
た
め
、
数
字
が

出
て
い
な
い
が
、
割
合
は
面
積

に
応
じ
国
占
用
72
対
町
28
、
共

有
部
分
は
こ
の
数
字
を
基
準
に

負
担
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　

こ
の
土
地
は
町
の
所
有
で

あ
る
。
完
成
後
は
国
有
地
と
交

換
と
聞
い
て
い
る
が
、
土
地
の

価
格
が
違
う
点
は
ど
う
な
の
か
。

町
長　

国
か
ら
借
り
て
い
る
土

地
が
あ
る
の
で
、
総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

問　

こ
の
庁
舎
に
検
察
庁
も
入

る
が
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
防

犯
上
の
問
題
を
懸
念
す
る
が
、

そ
の
事
に
対
し
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

国
の
機
関
で
あ
る
の

で
、
そ
れ
な
り
に
対
応
し
て
い

く
と
思
う
し
、
図
書
館
は
1
階

な
の
で
管
理
運
営
は
十
分
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。

堀
内
春
美
議
員

町立図書館建設約10億円の根拠は

国との負担割合に応じる国との負担割合に応じる

国の合同庁舎建設予定の旧鰍沢病院跡地
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秋
山　

勇
議
員

問　

見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者

の
実
態
把
握
は
。

福
祉
保
健
課
長　

実
態
把
握
は

大
変
難
し
く
、
全
体
と
し
て
把

握
は
し
て
い
な
い
が
、
現
在
、

町
で
把
握
し
て
い
る
認
知
症
患

者
数
は
6
5
1
人
と
な
っ
て
い

る
。

問　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
た
め
の
協
定
の
締
結
状

況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

高
齢
者
等
へ

の
地
域
で
の
見
守
り
体
制
を
強

化
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
町
で
は
、

民
間
事
業
者
が
行
っ
て
い
る
通

常
業
務
の
中
で
、
住
民
の
異
変

な
ど
を
察
知
し
た
と
き
に
連

絡
・
通
報
し
て
い
た
だ
く
「
地

域
見
守
り
事
業
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
る
。
町
で

は
8
社
と
協
定
の
締
結
、
ま
た

は
地
域
見
守
り
活
動
へ
の
協
力

の
同
意
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
配
達
や
顧

客
訪
問
時
に
異
変
を
察
知
し
た

場
合
の
通
報
や
、
高
齢
者
等
の

消
費
者
被
害
防
止
等
に
関
す
る

啓
発
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

状
況
と
、
地
域
に
お
け
る
見
守

り
体
制
の
構
築
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

認
知
症
の
方

が
増
加
す
る
中
、
認
知
症
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も

ち
、
地
域
で
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
に
対
し
て
、
で
き
る
範

囲
で
の
手
助
け
を
目
的
に
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
高
齢
者
に
関
わ

る
地
域
の
方
や
病
院
・
金
融
機

関
な
ど
の
事
業
所
で
実
施
し
、

平
成
28
年
度
末
ま
で
に
受
講
し

た
方
は
、
1
5
7
7
人
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
は
4
回
実
施

し
、
地
域
で
の
見
守
り
体
制
整

備
に
向
け
て
、
警
察
署
や
民
生

児
童
委
員
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
学
ん

で
い
た
だ
い
た
。
地
域
の
見
守

り
協
定
先
を
は
じ
め
、
講
座
を

受
講
さ
れ
た
方
々
、
各
種
団
体
、

地
区
へ
の
呼
び
か
け
を
継
続
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
認
知
症
な
ど
に
よ
る

行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
・
保

護
の
た
め
、
近
隣
の
自
治
体
と

連
携
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、

地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制
と

し
て
「
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
構
築
に
向
け
、
警
察

署
や
近
隣
の
市
町
と
協
議
し
て

い
る
。

﹇
他
の
質
問
事
項
﹈

・
高
齢
者
に
対
す
る
地
域
活
性

　

化
に
つ
い
て

認知症の人の見守り体制は

徘徊SOSネットワークの
構築を進めている
徘徊SOSネットワークの
構築を進めている
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認知症サポーター養成講座の様子



住民懇談会（8月31日 町民会館）

17

●今日渡されて説明されても、理解するのは難しい。

●議員が本気で考えていたのなら、もっと早く取り組むべきでは。

●多くの町民が同じような目線で議員を見ている。この条例は素晴らしいと思うが、町民から
信頼される議会になってもらいたい。

議会基本条例

●議員も生活があるから上げることは良いと思う。議員は何をしているか一般の人にはわか
らない。議員はかなり勉強しなくてはいけないと思う。

●報酬を上げるのは賛成。定数を一概に減らすのは反対。本当に町民が議会を信用している
か、期待に応えているかだと思う。

●基本的に報酬を上げてもいいと考える。しかし、条件として議員定数を減らしてもらいたい。

●報酬を上げることには賛成だが、税金を使う6万円の値上げが妥当かどうか判断は難しい。
将来の富士川町を思い描き、そのための活動ができるかどうかだと思う。

●町でも今後大小の事業が目白押しにある中、6万円上げるというのはいかがなものか。議会
活動の結果が出れば尊重するが、再度議論をお願したい。

議員報酬の改定

●政務活動費を3万円にするというが、使われて
いないということは、議員活動をしていないと
思う人もいる。内容を明らかにすれば使ってい
いと思う。

●政務活動費が何なのか一般の人にはわから
ない。議員が議論を尽くし政策を磨いてもらい
たい。そのための経費であれば必要だ。

●議員の責務として議会報告活動をもっとやって
もらいたい。議員報告に政務活動費が使える
のであれば下げる必要はない。

政務活動費見直し

お も な 意 見

住民懇談会開催報告住民懇談会開催報告
議会改革特別委員会報告 8月24日・31日開催
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常任委員会の視察研修
2つの常任委員会が7月31日、8月1日それぞれ次のように視察研修した。

教育厚生常任委員会では、東京都足立区・中野区の福祉厚生施策について視察研修した。

1.足立区の子どもの貧困対策（子どもの貧困対策担当課）
　子どもの貧困対策に取り組んだ状況を聴き啓発された。「未来へつなぐあだちプロジェクト」の基本理
念は、「自分の将来に希望をもてる社会の実現、自分の人生を切り開き、貧困の連鎖に陥らず社会で自立
できる」ことを目指すなどが挙げられた。
　相談事業として「つなぐ」シートを活用して、諸団体との連携を強化していることは参考にしたい。

2.中野区の「妊娠・出産・子育てトータルケア事業」の施策
　妊娠から育児期までの切れ目のないトータル
ケア事業について説明があった。
　妊娠・子育て応援ギフト券（こども商品券）は、
妊娠・出産に際して「かんがるープラン」を作成し
た方に、1万円相当のギフト券が贈呈され、区内
で買い物や美容院、教室などが利用できる。
　出産祝い金に加えて、ギフト券を利用できると、
店舗・事業所とも一体になって「子どもは宝物」
という事業を行っている。いずれも学ぶところが
多く、「人への投資」を参考としたい。

総務産業建設常任委員会では、多治見市と伊那市を視察研修した。

　多治見市では第7次総合計画について研修した。同市では総合計画のコンセプトを
①極力薄い冊子にする。②予算を考えて作る（リンクさせる）としている。
また、総合計画=総合戦略として、常に4年間の計画をスライドさせていると説明があった。予算と決算は
議会全員（24名）の特別委員会で審査している。

　伊那市では「移住定住促進支援」について研
修した。移住相談は年間362件あり、メール相談
もある。3年間で40件82人の移住があり、30代
から40代の家族で、子どもは保育園児や小学生
が多い。
　システムとしては、移住相談窓口を設置し、就
業や住宅などすべての相談に応じている。地元
の住民から「集落支援員」を採用委嘱し、移住
者で「地域おこし協力隊」を編成して、移住の相
談から職探しまで支援している。
　仕事については商工会やハローワーク等で紹
介するが、起業したい方も40%程度いる。工業
団地や農業法人、コンビニ等1次産業から3次産
業まで比較的求人情報が多く、移住してから仕
事を見つける方も多いとの説明があった。



研修の様子

　7月28日、昭和町議会から18人
が、タブレット利用の視察に来町
された。タブレット利用について
熱心に学んで満足されていた。

ICT推進部会 ICT推進部会では
3回目の視察受け入れでした。
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議会のおもな活動日誌議会のおもな活動日誌

議会運営委員会

国中6町議員研修会（市川三郷町内）

議会改革特別委員会

町村議会議長・議会運営委員長行政視察

ICT推進部会

昭和町議会行政視察受け入れ

総務産業建設常任委員会行政視察（8月1日まで）

教育厚生常任委員会行政視察（8月1日まで）

5日

12日

20日

25日

28日

31日

7月 町村議会広報研究会（甲府市内）

議会運営委員会

議会改革特別委員会、全員協議会

町村議会広報委員視察研修（石川県内）

住民懇談会（ますほ児童センター）

議会運営委員会、全員協議会

議会運営委員会

住民懇談会（町民会館）

2日

8日

23～24日

24日

25日

28日

31日

8月

訂
正

議会だより29号の議会広報モニターの記事に誤りがありました。
（誤）河野淳（あつし）さん　→　（正）河野淳（じゅん）さん
訂正してお詫び申し上げます。

平成28年度決算

（万円以下、四捨五入）

営業収益
営業費用
営業損失
営業外収益
営業外費用
経常損失
当期純損失

39億4837万円
45億1497万円
△5億6660万円
4億3046万円
1億4679万円

△2億8293万円
△2億9306万円

　8月25日、峡南医療センター企業団議会第2回定例会が開催
され、28年度峡南医療センター企業団会計決算認定、峡南医
療センター企業団職員の自己啓発等休業に関する条例の制
定、29年度峡南医療センター企業団会計補正予算（第1号）の
3案件が上程され、原案通り承認可決された。28年度決算に
おいて、経営改革プランの達成状況は、営業収益は計画に対
して達成率が96.7%、営業費用は計画に対して達成率は96.0%
で、結果、経常損失及び当期純損失とも、計画に対しては減
額となった。

峡南医療センター企業団
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これからも情報をお寄せください！皆さんの活動を突撃取材します

広報常任委員会 長澤　　健委　員　長 青栁　光仁副委員長 齊藤　正行 ・ 秋山　　勇 ・ 川口　正満 ・ 深澤　公雄委　　員
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　6回目の今回は、かじまるスポーツクラブの取材
に、町民会館におじゃましました。
　かじまるスポーツクラブは、平成21年11月に総
合型地域スポーツクラブとして設立されました。
　活動種目は、サッカー、ウォーキング、グラウンド
ゴルフ、ソフトテニス、ラージボール卓球、それにヨ
ガ教室、健康リズム体操の2つの教室があります。
　取材日はヨガ教室で、10人の女性と1人の男性
が参加し、外部講師の窪田千晴さんの指導で、約
1時間楽しく体を動かしていました。

取材日：9月17日
長澤健議員、秋山勇議員かじまるスポーツクラブを取材しました

●みんな姿勢が良くなり若返っている
●バランス感覚が鍛えられ転倒防止につながる
●柔軟性、心肺機能が改善された
●他の町から参加できることが素晴らしい
●健康になるレッスンが多く気軽に参加しやすい
●ヨガ教室の良さを町民の皆さんに味わってほしい
　など、参加してよかったと言う声が多く聞かれました。

●参加者に感想を聞きました●

ヨガ教室

健康リズム体操

グラウンドゴルフ

ラージボール卓球

サッカー

ソフトテニス

毎月第1、3日曜日　町民会館

毎月第4金曜日　町民会館

毎週日曜日　ふれあいスポーツ公園

毎月第2木、第4水曜日

毎月第1、第3日曜日

毎月第1、第3日曜日

ヨガ教室

健康リズム体操

グラウンドゴルフ

ラージボール卓球

サッカー

ソフトテニス

毎月第1、3日曜日　町民会館

毎月第4金曜日　町民会館

毎週日曜日　ふれあいスポーツ公園

毎月第2木、第4水曜日

毎月第1、第3日曜日

毎月第1、第3日曜日

詳細は、富士川町教育委員会 0556-22-5361まで詳細は、富士川町教育委員会 0556-22-5361まで議員も体験しました議員も体験しました


